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【科目】経営工学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】専攻科共通・2 年次
【担当教員】

櫻井 文仁

【授業目標・教育方針】
経営工学とは、よい品質の製品やサービスを効率よく提供するシステムを設計するための学問である。経営工学の本
質はシステム設計であり、本講義においては、経営工学の体系とシステム設計のための流れを学習し、実際の問題に
対し、対応できるようにする。

【授業概要】
品質（Ｑ）、納期（Ｄ）、コスト（Ｃ）をマネジメントの基準とし、生産管理面でサプライチェーン・マネジメント
（SCM）、ジャストインタイム（JIT）生産方式、および作業管理を取り上げ、品質管理面でトータルクオリティマネジ
メント（TQM）、基本的 QC 手法、管理図を取り上げ学習する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：都崎雅之助他、「経営工学概論　第２版」、森北出版、1998
参考書：秋庭雅夫他、「経営工学概論」、朝倉書店、1996

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【成績評価方法】
［後期］期末試験：80%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
○ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力
(e) 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力

【授業計画】（授業名：経営工学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 経営工学の考え方 ・経営工学とは
・経営工学の特質
・経営工学のアプローチ
・経営工学の歴史的展望

2 サプライチェーン・マネジメン
ト（SCM）

サプライチェーン・マネジメントの目的、基本となる
管理手法、従来のマネジメント手法との違い

3 ジャストインタイム（JIT）生産
方式

従来の生産方式との本質的な違い

4 作業管理 科学的管理法の歴史と考え方、テイラーの３原則、ギ
ルブレスの改善と動作経済の原則、標準化の意義と作
業標準

レポート１

5 品質管理とは 品質がよいとは、管理とは、管理のサイクル、品質管
理の歴史（QC、SQC、TQC、TQM）

6 TQM の考え方　１ TQM の３つのステップ、顧客第一、品質第一、事実
に基づく管理

レポート２

7 TQM の考え方　２ 重点試行、再発防止と未然防止、人間性重視、全員参
加、ばらつきに注目

8 事実に基づく管理 ３現主義、５ゲン主義
9 基本的 QC 手法　１ 特性要因図 レポート３
10 基本的 QC 手法　２ 統計的手法の基礎、ヒストグラム、パレート図
11 基本的 QC 手法　３ 散布図と層別
12 管理図　１ 管理図の目的と種類
13 管理図　２ 管理図の作り方 レポート４
14 管理図　３ 管理図の使い方
15 筆記試験 筆記試験
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